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１．はじめに 
鉄道橋の設計基準においては，許容応力度設計法 1)から平成 4 年に限

界状態設計法，平成 21 年に性能照査型設計体系 2)が導入され，設計手法

の合理化が図られているが，近年，更なるコスト縮減が求められている．

そこで，鋼・合成標準示方書 3) において採用されている AASHTO や

Eurocode による断面分類（コンパクト断面，ノンコンパクト断面，スレ

ンダー断面）を行い断面強度を算定する設計手法（以下，コンパクト断

面とする）を鋼鉄道橋合成桁に用いた場合について検討を行った． 

２．検討対象橋梁 
検討には，最近の施工実績から以下に示す 2 橋を用いた．A 橋は支間

長 59.8m の単純合成桁（複線 1 主箱桁形式，腹板中心間隔 6.3m，腹板高

2.7m，新幹線荷重）である．B 橋は総支間長 118.4m（39.2m＋40.0m＋

39.2m）の 3 径間連続合成桁（複線 2 主 I 桁形式，腹板中心間隔 4.6m，

腹板高 2.35m，在来線電車荷重）であるが，側径間の端支点側半分を単

純桁として再計算し，支間長 38.4m の単純合成桁（複線 2 主 I 桁形式，

腹板中心間隔 4.6m，腹板高 2.8m）とした．断面図を図－1，2 に示す． 

なお，A 橋は鉄道橋で一般的に用いられている断面であること，B 橋

は道路橋で検討されている事例に近いことから，それぞれ選定した． 

本検討においては，①許容応力度設計法 1)，②限界状態設計法 2)，③コンパクト断面 3)，の 3 手法により単純桁の

支間中央の断面検討を行うものとした． 

３．計算結果 

断面計算結果を表－1，2 に示す．計算でははじめに，現行の鉄道橋の設計基準である②限界状態設計法により断

面を決定し，それを基に①許容応力度法および③コンパクト断面による断面算定を行った．A 橋，B 橋ともに，限

界状態設計法により設計されているため，②限界状態設計法を基本とすることとした． 

A 橋は比較的長スパンでたわみ制限の厳しい新幹線荷重を採用していることから，限界状態設計法における断面

決定要因は耐荷性および走行安全性（たわみ）となっている．許容応力度法では，限界状態設計法により求められ

た断面構成では応力度とたわみ伴に許容値を満足出来なかったため，FLG 厚を変更せずそれらを満足する腹板高を

求めるものとした． 

B 橋の限界状態設計法における断面決定要因は耐荷性となっているが，A 橋とは異なりたわみには余裕がある．

そのため，許容応力度法では腹板高は同じとし，FLG 厚を増厚して許容値を満足する断面構成を求めた． 

コンパクト断面は終局限界状態において塑性化を許容した設計手法のため，架設時（鋼桁架設後，コンクリート

打設時）や使用頻度の高い単線載荷時は，弾性範囲内を担保するために限界状態設計法を満足させるものとした．

コンパクト断面の検討結果で灰色で示している数値は，コンパクト断面として得られた断面諸元を用いて限界状態

設計法で計算した結果であり，照査上 OUT の場合でもあえて表示している． 

 
図－1 断面図（A 橋） 

 

図－2 断面図（B 橋） 
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表－1 A 橋（箱断面）の断面検討結果 

 

表－2 B 橋（I 断面）の断面検討結果 

 

４．まとめ 
コンパクト断面を採用した場合の経済性（鋼重，鋼断面積）は限界状態設計法と比較し，A 橋では約 10%，B 橋

では約 8%となった．ただし，A 橋においてはコンパクト断面採用時にたわみによる走行安全性が NG の結果となっ

ているため，そのまま用いることができず，鉄道設計基準 2)の適用に対する検討が必要である．そのため，本検討

によりある程度の断面縮小が可能であるとの方向性は見えたが，採用に至るまでには今後課題の抽出や検討の深度

化など，さらなる検討が必要であると考えている． 
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